
坂戸市

②作成編

（避難確保計画作成）

要配慮者利用施設の

避難確保計画の作成について
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避難確保計画の作成方法
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はじめに ひな形を準備する

図 避難確保計画のひな形

空欄の箇所に
記入してください

■該当する施設区分の【避難確保計画のひな形】に、施設の情報など

を記入すると、避難確保計画が完成します。

◆ 計画をパソコンで記入して作成する場合

・HPに掲載されている「避難確保計画のひな形」

を、パソコンで開いてください。

⇒空欄箇所にキーボードで打ち込み、記入してください。

◆ 計画を紙に記入して作成する場合

・ HPに掲載されている「避難確保計画のひな形」

を、A4サイズで印刷してください。

⇒空欄箇所にボールペン（黒）で記入してください。

【避難確保計画のひな形】を準備しましょう！
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はじめに 避難確保計画記入例を準備する

図 （記入例）避難確保計画のひな形

■ 避難確保計画の記載例です。

・「（記入例）避難確保計画のひな形」の空欄箇所に、

記載いただきたい情報の例を、

赤字で示しています。

⇒ HPに掲載されている

「（記入例）避難確保計画のひな形」を、

パソコンで開いてください。

また、必要に応じて印刷してください。

【（記入例）避難確保計画のひな形】を準備しましょう！
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施設名・住所
作成・更新した時期を記入

【作成方法】表紙

■今回は、水害（洪水・内水）を対象とした

避難確保計画です。

■越辺川、高麗川、飯盛川、葛川などに

よる浸水を想定して作成します。

ポイント！

HP掲載：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.1（１） 対象となる災害 （P.２～６）参考資料

■「避難確保計画ひな形」を用意

してください。

・右のように「（記入例）避難確保計画ひな形」

の赤字の部分に、施設の情報を記入してくだ

さい。

・詳しい説明を確認したい場合は、各ページの

下部に表示のある「参考資料」を確認して

ください。

避難確保計画 表紙
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当てはまる方にチェックを入れる

■目次を作成します。 自衛水防組織設置の有無に応じて、チェックを入れてください。

■自衛水防組織の設置については、次のページで解説します。

■必ず作成し、

坂戸市へ提出してください。

■必ず作成してください。

個人情報を含むため、

提出は不要です。

適切に管理してください。

※提出でも可

【作成方法】目次

避難確保計画 目次

HP掲載：「避難確保計画作成の手引き 解説編」第１章1.1（３） 目次 （P.７～８）参考資料
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【作成方法】 （参考）自衛水防組織とは

《自衛水防組織を設置する場合》 《自衛水防組織を設置しない場合》

↓

避難誘導班 避難誘導要員

（参考）自衛水防組織を設置している場合としていない場合の組織図

管理権限者 管理権限者

統括管理者

総括・情報班 情報収集伝達要員

別添 自衛水防組織活動要領参考資料

■要配慮者利用施設は、自衛水防組織の設置の努力義務が課せられています。

（水防法第15 条の 3 第 6 項）

■自衛水防組織とは、施設の職員等により組織し、あらかじめ定める計画に基づき、

「統括管理者」の指揮のもと各構成員がそれぞれの役割に応じて、施設利用者の

避難誘導や施設への浸水防止活動を行うものです。

■自衛水防組織は、施設利用者の安全確保のための体制であり、設置することが

望ましいと考えられます。
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【作成方法】 （様式１） １ 計画の目的 / ２ 計画の報告 / ３ 計画の適用範囲

HP掲載：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.2 計画の目的等（様式１） （P.９～11）参考資料

■ 様式１では、避難確保計画の目的、報告、適用範囲等について記載します。

施設利用者・施設職員数を記入

施設の業務時間、休業日を記入

事前休業する場合の判断の
タイミング・判断するため
の情報を記入

■ 事前休業の判断は、

様式２を検討した後に、

記入するとスムーズです。

ポイント！



8HP掲載：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.3 防災体制（様式２） （P.12～22）参考資料

■できる限り詳細に記載してください。

また、施設の状況に応じて必要な活動内容を記載してください。

ポイント！

【作成方法】 （様式２） ４ 防災体制
■「４ 防災体制」では、自治体等からの情報を基に、いつ（体制確立の判断時期）、

だれが（対応班）、何をするか（活動内容）を記載します。

避難準備段階の活動内容を記載する。



9HP掲載：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.3 防災体制（様式２） （P.12～22）参考資料

■市からの避難情報（警戒レベル３避難準備・高齢者等避難開始）が

発令された段階で、避難誘導を開始してください。

■施設の状況によっては、早めの避難準備、誘導の開始も考えられます。

（避難所が遠い、施設利用者が多い等）

ポイント！

■「４ 防災体制」では、自治体等からの情報を基に、いつ（体制確立の判断時期）、

だれが（対応班）、何をするか（活動内容）を記載します。

【作成方法】 （様式２） ４ 防災体制

避難活動段階の活動内容を記載する。



10HP掲載：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.3 防災体制（様式２） （P.12～22）参考資料

■市からの避難勧告又は避難指示（緊急）が発令された段階で

避難を完了させてください。

ポイント！

■「４ 防災体制」では、自治体等からの情報を基に、いつ（体制確立の判断時期）、

だれが（対応班）、何をするか（活動内容）を記載します。

【作成方法】 （様式２） ４ 防災体制

避難完了段階の活動内容を記載する。
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【作成方法】（参考） 避難情報の発令基準

避難誘導
準備

避難誘導
開始

避難誘導
完了

施設がとるべき対応

警戒
レベル

気象・水象情報
荒川上流
河川事務所
発表情報

坂戸市
発表情報

5
堤防を水が越水・堤防が破壊

大雨特別警報発表
氾濫発生情報 緊急安全確保

4
非常
態勢

氾濫危険水位到達 氾濫危険情報 避難指示

3
警戒
体制

避難判断水位到達
大雨警報・洪水警報発表

氾濫警戒情報 高齢者等避難

2
注意
体制

氾濫注意水位到達
大雨注意報・洪水注意報発表

氾濫注意情報

1 水防団待機水位到達
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【作成方法】（参考）地点別浸水ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ(浸水ナビ)

https://suiboumap.gsi.go.jp/

避難準備や避難判断の目安として計画作成時の参考として役立ちます。

地点ごとにどれくらい浸
水するのかが時間経過
のアニメーションによっ
て表示される

各施設の避難判断時
期や避難方法の目安と
することができる

https://suiboumap.gsi.go.jp/
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【作成方法】 （様式３） ５ 情報収集・伝達

HP掲載：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.4 情報収集・伝達（様式３、様式８～様式１０）（P.23～24）参考資料

■ 坂戸市における基本的な情報収集方法が

書かれています。

■ 停電する事等も想定して、

複数の手段、収集先を確保する事

が望ましいです。

（インターネットサイトの場合、

ブックマークしておきましょう。）

■ 施設周辺の状況を目視で確認する場合

には、安全に配慮し、危険な場所に

近づかないよう施設内から行いましょう。

ポイント！

■「５ 情報収集・伝達」では、避難判断に必要な情報をどのように収集・伝達

するかを記載します。



14HP掲載：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.4 情報収集・伝達（様式３、様式８～様式１０）（P.23～24）参考資料

■坂戸市地域防災計画に記載された要配慮者利用施設については、坂戸市から施設の所有者又は管理者に

対して、越辺川・高麗川に関する洪水予報等の伝達を行いますので、連絡先の記入をお願いします。

ポイント！

■「５ 情報収集・伝達」では、避難判断に必要な情報をどのように収集・伝達

するかを記載します。

【作成方法】 （様式３） ５ 情報収集・伝達

避難場所名を記入
※施設周辺の避難地図を作成した後に記入

連絡先を記入
※緊急時につながる連絡先を記入
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【作成方法】 （様式４） ６ 避難誘導

HP掲載：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.5 避難誘導（様式４）（P.25～39）参考資料

避難確保計画 別紙１ 避難確保計画 様式４

「施設周辺の避難経路図」
を作成した後に記入

■「６ 避難誘導」では、立ち退き避難（水平避難)する場合の避難場所や、避難場所

までの避難経路・移動手段を記載します。

・「６ 避難誘導」を記入する前に、「施設周辺の避難経路図」を記入しましょう。

・「施設周辺の避難地図」の作成方法は次ページから説明します。

先に記入



16HP掲載：「（坂戸市）水害・土砂災害ハザードマップ」参考資料

■ 自分の施設周辺で想定される

浸水深と、施設の高さ（階数）

を比較してみて下さい。

■ 例えば、平屋建てで浸水深3.0m

以上の所に建っている場合は、

天井まで浸かることが考えられる

ため、安全な場所への早急な

避難の必要性が高いと考えて

下さい。

ポイント！

【作成方法】 施設周辺の避難経路図（施設の浸水深を確認する。）

■ まず、重ねるハザードマップで、施設周辺の浸水の深さを確認しましょう。

※「重ねるハザードマップ」の使い方は、HP掲載の「学習編」を参考にしてください。

地図上で自分の施設の位置などをクリック
するとその地点の浸水深が表示されます



※「国土交通省関東地方整備局荒川上流河川事務所」荒川水系荒川及び入間川流域洪水浸水想定区域図（浸水継続時間）

※「埼玉県」水害リスク情報図

■避難先は、浸水リスクや土砂災害リスクがないところ

への【立ち退き避難を基本】としましょう。

■立退き避難を検討した上で、避難する方が利用者

等の命に危険を及ぼしかねないと判断する場合は、

屋内安全確保（上層階への避難）等、命が助かる

可能性の高い避難行動を検討して下さい。

■しかし、屋内安全確保の場合、避難生活の長期化の

可能性があることも念頭に対応を考えましょう。
（坂戸市内には、最長で１週間浸水が継続することが

想定される地域もあり、支援等が届かない可能性も

あります。）

浸水継続時間（浸水深0.5m以上）
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ポイント！

参考資料

【作成方法】 施設周辺の避難経路図（施設の浸水時間を確認する。）

■ 施設周辺の浸水継続時間を確認しましょう。



18HP掲載：「避難施設（避難所など）」参考資料

■ 災害時は、市からの避難所（避難場所）の開設情報を確認しましょう。

■ 施設利用者の避難生活環境確保の観点から、提携先の施設や知り合いの施設などは有力な

候補となります。

ポイント！

【作成方法】 施設周辺の避難経路図 （避難場所の確認・決定）

■市が指定する洪水時の「指定緊急避難場所」や「指定避難所」または

「浸水想定区域外の関連施設等」を避難先 として設定してください。

■市が指定する「指定緊急避難場所」や「指定避難所」は、HPを参照してください。



ポイント！
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自分の施設

設定した避難場所

徒歩
車

経路①
経路②

【作成方法】 施設周辺の避難経路図 （避難経路を記入する）

■ 【自分の施設に〇】【避難先に〇】の印をつけましょう。

■ シールを貼った後は、避難経路（手段）を記入しましょう。

■一つの避難先への移動経路に

ついて、複数ルートを設定

できないかを考えてみましょう。

■設定した避難経路について、

大雨時の通行しやすさ（浸水や

土砂災害などの危険性がないか、

交通量の多い交差点がないか等）

を確認しましょう。



■キレイな図面とする必要はなく、施設の方々が以下を
共有できる資料であることが大切です。

○避難先と経路がわかること。
○避難時に気をつけておきたいこと。
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ポイント！

検討した避難先を記入

避難先・避難経路（手段）を記入したハザー
ドマップを貼付けてください。
または、枠内に「別添として避難地図提出」
と記入し、避難場所・経路を記入したハザード
マップを提出してください。

【作成方法】 施設周辺の避難経路図（避難経路図を入れた避難地図作成）

■ハザードマップ上に避難先、避難経路が記入

出来たら、「施設周辺の避難経路図」に

まとめましょう。

■別紙の作成が終わったら、「６ 避難誘導」と

「５ 情報収集・伝達」に、避難先、避難

手段を記入してください。



【作成方法】 （参考） ハザードマップポータルサイトを使った別紙の作成

（避難場所）
●●●中学校

●●●●
(施設名）

（避難経路）
国道●号線を通行

避難経路図（イメージ図）
印刷

作図機能

印刷等は、
「その他」
ボタンから

◇マーカー：施設位置を設定
◇線を追加：避難経路を設定
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■重ねるハザードマップの作図機能でも、

自施設や避難先、避難経路を追加することが

出来ます。距離計測も可能です。

■作成した地図を印刷するか、画像データ

として保存し、別紙に添付して下さい。



22HP掲載：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.6 避難の確保を図るための施設の整備（様式５）（P.40）参考資料

【作成方法】 （様式５） ７ 避難の確保を図るための施設の整備

■「７避難の確保を図るための施設の整備」では、各施設の状況に応じて、避難行動の際に

必要な施設の整備を記載します。

■情報収集・伝達時、避難誘導時に

必要なもの、避難生活時に必要な

ものを整理する。

■垂直避難の場合、浸水の長期化や

孤立等に留意し、水や食料、医療品、

照明や医療機器のための自家発電設備

等を整理する。

■災害時に活用できる状態にあるか

を確認する。

ポイント！

施設で所有している物資等
を記入してください



23HP掲載：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.7 防災教育及び訓練の取組（様式７） （P.41）参考資料

【作成方法】 （様式５） ８ 防災教育及び訓練の実施

■防災訓練は出水期前（6月～10月）に行うことが望ましいです。

出水期とは、川に雨が降ったり、台風が来たりして川が増水しやすい時期です。

■防災訓練の実施結果を踏まえて、より安全に避難できるように避難確保計画の

内容を更新しましょう。

ポイント！

■「８ 防災教育及び訓練の実施」では、防災教育及び避難訓練の実施月を記載します。

防災教育及び避難訓練の実施月を入力してください



■「９ 自衛水防組織の業務に関する事項」では、自衛水防組織の防災教育及び

避難訓練の実施月を記載します。

■ なお、自衛水防組織を設置する場合のみ記載してください。

24HP掲載：「（白紙）避難確保計画のひな形」 別添 自衛水防組織活動要領参考資料

【作成方法】 （様式６） ９ 自衛水防組織の業務に関する事項

自衛水防組織の防災教育及び避難訓練の
実施月を入力してください
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【作成方法】 （様式７） 10 防災教育及び訓練の年間計画

研修及び防災訓練の実施月、避難確保計画
の更新月を入力してください。

■ 「10 防災教育及び訓練の年間計画」では、

防災教育及び訓練、避難確保計画の

更新のスケジュールについて記載します。

■「８ 防災教育及び訓練の実施」同様に、防災訓練

は出水期前に行うことが望ましいです。

■ 防災訓練の実施結果を踏まえて、より安全に避難

できるように避難確保計画の内容を更新しましょう。

ポイント！

HP掲載：「避難確保計画作成の手引き 解説編」

第１章1.7 防災教育及び訓練の取組（様式７） （P.41）

参考資料
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【作成方法】 （様式８） 11 利用者緊急連絡先一覧表

■「11 利用者緊急連絡先一覧表」では、施設

利用者の緊急連絡先を整理します。

■既存の名簿等がある場合は、それを用いることも

可能です。

■連絡先は定期的な更新が必要です。

ポイント！

HP掲載：「避難確保計画作成の手引き 解説編」

第１章1.4 情報収集・伝達（様式３、様式８～様式１０）

（２）情報伝達 （P.24）

参考資料

利用者ごとの、緊急連絡先を記載してください。
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【作成方法】 （様式９） 12 緊急連絡網

■電話番号だけでなく、メールやSNS等、

複数の手段を検討しておくことが望ましいです。

■既存の名簿等がある場合は、それを用いてもよい

です。

ポイント！

■「12 緊急連絡網 」では、施設内関係者の緊急連絡網と、施設利用者の保護者

・家族の緊急連絡網をそれぞれ作成します。

HP掲載：「避難確保計画作成の手引き 解説編」第１章1.4 情報収集・伝達（様式３、様式８～様式１０） （２）情報伝達 （P.24）

参考資料

施設内関係者と施設利用者の保護者・家族の
緊急網をそれぞれ作成してください。
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【作成方法】 （様式９） 13 外部機関等の緊急連絡先一覧表

■「13 外部機関等への緊急連絡先一覧表」では、外部機関等の緊急連絡先一覧表を

作成します。

HP掲載：「避難確保計画作成の手引き 解説編」第１章1.4 情報収集・伝達（様式３、様式８～様式１０） （２）情報伝達 （P.24）

参考資料

■電話番号だけでなく、メールやSNS等、複数の手段を検討しておくことが望ましいです。

■既存の名簿等がある場合は、それを用いてもよいです。

ポイント！

施設外部機関の
緊急連絡先を
記載してください。
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【作成方法】（様式11） 14 対応別避難誘導一覧表

■施設利用者の状態に応じて利用者ごとの避難方法

を事前に検討し、記入してください。

■既存の名簿等がある場合は、それを用いてもよいです。

ポイント！

■「14 対応別避難誘導一覧表」では、施設利用者

ごとの避難誘導一覧表を作成します。

HP掲載：「避難確保計画作成の手引き 解説編」第１章1.8 対応別避難誘導一覧表（様式１１） （P.42）

参考資料

利用者ごとの、対応内容、移動手段、担当者等を記載



30HP掲載：「避難確保計画作成の手引き 解説編」第１章1.3 防災体制（様式２） （P.12～22）参考資料

【作成方法】 （様式１２） １０ 防災体制

ポイント！

「４ 防災体制」で検討した、
役割分担、行動内容を記載
してください。

■責任者と連絡がつかない場合や担当者

が不在の場合にも対応可能な組織づくりを

考えることが重要です。

■「１５ 防災体制一覧表」では、防災体制表を作成します。

自衛水防組織を設置しない場合 のみ記載してください。
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HP掲載：「避難確保計画作成の手引き 解説編」第１章1.3 防災体制（様式２） （P.12～22）

「（白紙）避難確保計画のひな形」 別添 自衛水防組織活動要領

参考資料

【作成方法】 （別表１） 自衛水防組織の編成と任務

■「別表１ 自衛水防組織の編成と任務」では、防災体制表、装備表を作成します。

自衛水防組織を設置する場合のみ記載してください。

「４ 防災体制」で検討した、
役割分担、行動内容を記載
してください。

ポイント！

■責任者と連絡がつかない場合や担当者

が不在の場合にも対応可能な組織づくりを

考えることが重要です。
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HP掲載：「避難確保計画作成の手引き 解説編」第１章1.3 防災体制（様式２） （P.12～22）

「（白紙）避難確保計画のひな形」 別添 自衛水防組織活動要領

参考資料

【作成方法】 （別表２） 自衛水防組織の編成と任務

■「別表2 自衛水防組織の編成と任務」では、防災体制表、装備表を作成します。

自衛水防組織を設置する場合のみ記載してください。

「７ 避難の確保を図るための施設の整備」で検討した装備品を記載してください。



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 3333

計画の提出について



作成した避難確保計画のコピーを
市へ ２部提出してください。
※原本は、施設で保管してください。
※提出先は提出先一覧を御確認ください。

相談窓口

今後の予定（避難確保計画の提出について）

■避難確保計画を一通り記入したら、職員の皆様で再度検討して下さい。

■避難先や避難経路、移動距離、移動手段、避難時に気をつけておきたいこと等、

施設職員、利用者の皆様で共有することが大切です。

【坂戸市 総務部 防災安全課】
（TEL）０４９ー２８３－１３３１（内線２１９）
（FAX） ０４９ー２８３－３９０３
（MAIL）sakado28@city.sakado.lg.jp
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